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会議概要／曾議概要

・ 会議の名称、
「アジア ・オープン ・ フォーラム」

第12回松本会議

・ 主 催
「アジア ・オープン ・ フォーラム」

・ 会 期
2000年10月28日（土）～11月3日（金）

・ 会 場 ホテル ブエナビスタ

書議名稿

「亜洲展望j研討曾
第十二屈松本舎議

主耕草位

日本「亜洲公開論壇」

曾 期

二00 0年十月二十八日（星期六）

至十一月三日（星期五）

〒390 0814 長野県松本市本庄1-2-1

TEL: 0263 37-0111 FAX: 0263-37 0666 

・ 会場事務局 ホテル ブエナビスタ2F葵

TEL: 090-2177-6811 F必（：0263-37-1385

・ 使用言語 使用語言
日本語 ・ 中 国語 （同時通訳付） 日文．中文（同歩翻誇）



「アジア・オープン・フォーラム」 Ir�洲展望」研討曾

第12回 松本会議 ／ 第十二眉 松本曾議

まえがき

21世紀に向けて、アジアの動向がさらに重要性を高

めつつあるなかで、世界の注目を集めた総統選挙が終

了し、 中華世界初めての民主的な政権交替がおこなわ

れた台湾の存在が、ひときわ脚光を浴びております。

本年3月に選出された陳水扇総統は、基本的には李

登輝前総統の路線を踏襲していくこととなるで、しようが、

このような台湾民主政治の発展が中国大陸や周辺諸

国に与える影響も、はかり知れなしものがあると思われます。

同時に、台湾の人びとの新たなアイデンティティー確立

の模索にも注目すべきものがあります。

一方、1972年9月の日台断交以来、公式な外交関係

を持たない我が国と台湾との関係は、日台聞の経済的・

人的交流が中国大陸とのそれに比肩もしくは凌駕して

いるにもかかわらず、きわめて不十分なものでした。

私たちは、台湾の新しい状況および、日台関係の重要

性に鑑み、民間の 知的交流の場として1989年5月に「ア

ジア・オープン・フォーラム」を発足させ、同年6月に第1回

台北会議、90年7月に第2回東京会議、91年7月に第3回

台北会議、92年11月に第4同京都会議、93年11月に第5

闘台北会議、94年10月に第6回横浜会議、95年8月に第

7回高雄会議、96年11月に第8回大阪会議、97年10月に

第9回台中会議、98年11月に第10回松江会議、そして

昨年12月には第11回台南会議を開催し、いずれもきわ

めて高いレベルで日台双方を代表するメンバーや外国

人ゲストの出席を得て、実りある討論を積み重ねてまいり

ました。日台関係の上で、すでに一つの歴史的貢献を果

たしたと自負することもできると思います。

そのような成果のゆえにこそ、すでに前回の台南会議

でも申し上げましたが、李登輝時代の12年間とともに歩

んできた当フォーラムは、今回の第12回松本会議をもって、

現在のような会議方式で開催する最終回とさせていた

だきたく思います。今回は、これまで、同様、台湾を代表す
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逼向二十一世紀’在豆洲各種動向日益提高其

重要性的今天，引起世人虞迂注目的蓋j轡綿統選穆

順利落幕了，華人世界第一個以民主方式進行政権

交替的蓋湾，官的存在尤其令人剖目相看。

一般認為，今年三月線統大選的嘗選人陳水扇

縛統基本上還是沿襲前縛統李登輝先生的路線。然而，

蓋j轡民主政治的這種護展模式，封中園大陸和周漫

園家所帯来的影響也特是不可佑量的。同時，封於

霊j湾人｛門摸索確立新的主骨性，也雁予以重視興開注。

男一方面’自一九七二年九月日本興蓋淘断交

以来’錐然、日本興壷湾在経済和人事的交流 ’足以

和 中園大陸匹敵，甚至凌駕其上，但日本和牽j轡之

間的関係’｛乃然維持在民間層次，而不具外交関係，

誠属遺憾。

我何聾於肇j轡的新情勢和日蓋関係的 重要性，

在一九八九年五月創設「亜洲展望」研討曾，f故為

民間智慧交流的場所’同年六月皐行第一届蓋北曾議，

一九九O年七月第二届東京 曾議，一九九一年七月

第三届蓋北曾議，一九九二年十一月第四届京都曾議，

一九九三年十一月第五 届牽北曾議，一九九四年十

月第六届横漬舎議’一九九五年八月第七届高雄曾議，

一九九六年十一月第八届大阪曾議，一九九七年十

月第九届蓋中曾議，一九九八年十一月第十届松江

曾議，以及去年（一九九九年）十二月的第十一届

霊南曾議，毎次都有極高水準的日蓋讐方代表和外

園来賓出席’累積了豊碩成果的討論。在日蓋関係

方面，可以自豪地認為我伺己紹倣出了一個歴史性

的貢献。

正是因為有那様的成果，如在前2史的華南曾議

上所提過的，輿李登輝時代的十二年一起共渡到現

在的這項研討曾’我伺希望特本次第十二届松本曾

議作為以現在這種方式所召開的最後一届。這次ー



る40余名のメンバー（団長：事振甫・海峡交流基金会

董事長）をお迎えし、「新世紀への知的戦略Jを共通テ

ーマに別項のようなセッションで、日台双方、ひいては広く

アジア全域に共通する諸問題を率直に論じ合いたいと

思っています。

また、国際政治や国際経済、国際関係の各側面にお

いてクローパル化が進展する状況に鑑み、広く中園、香港、

韓国、米国、フランス、ロシアなどからもゲストをお招きし、

より多角的な視野から、議論を深めたし、と考えております。

なお、李登輝前総統は、 一知識人として当フォーラム

に是非出席したいとの強い意向を引きつづきお持ちで

すので、それが実現できますように私たちも努力したいと

考えております。

皆様方のご支援、ご協力を何卒よろしくお厚品、申し上

げます。

2000年10月

「アジア・オープン・フォーラム」世話人一同

知往昔’我伺迎接代表牽j轡的四十多位成員（園長：

海峡交流基金曾董事長享振甫先生）’以 “新世紀

的智慧戦略” 為共同主題’在男列的子題上’就日

蓋関係’進而慶泥地封整個亜洲地直所面臨的共同

問題進行坦率的討論。

選有，聾於在園際政治、国際経済及園際関係

各方面展開著杢球化進展的情況，我何也期待能慶

I乏地従中園、香港、韓圏、美園、法園、俄園等地

逝請貴賓’従多方方面的観貼、用更贋間的視野進

行深入的研討。

男外・得知前線統李登輝先生強烈希望能拘以

作為一名知識人士出席本次研討曾，我何時憧力協

助其賓現願望。

敬析牽端悪予協助’光臨指導，共裏盛態。
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日本「亜洲展望」研討舎簿備慮全糟同仁

謹識

2000年10月



プログラム／曾議日程

共通テーマ／共同主題

「新世紀への知的戦略」／『新世紀的智慧職酪J

会 場／曾 場

ホテルブエナビスタ／HOTEL BUENA VISTA 

干39 0 -0 8 14 松本市本庄1-2 -1 TEL: 0263 -37-0 111 FAX: 0263-37 -0666 

宿 泊／住 宿

ホテルブエナビスタ／HOTEL BUENA VISTA 

向上
松本東急イン／松本東急INN

〒390 -08 15 松本市深志1-3 -2 1 TEL : 0263 ・36 ・0 109 FAX : 0263-36 -0883 

10月28日（土）／（星期六）

台湾側代表団来日 中方代表圃来日

（中華航空CI 100使、 12 :00台北国際空港発、 （中華航空CI 100班機，12: 00従蓋北中正園際

15:45羽田空港着 ）

台湾側代表団、 帝国ホテルに移動、 宿泊。

機場起飛’1 5：・45抵達羽田機場）

中方代表園前往帝国HOTEL’並住宿在此。

宿 泊／住 宿

帝国ホテル／帝圃HOTEL

干 100-8558 千代田区内幸町1- 1- 1 TEL : 03 -3 50 4- 1111 FAX : 03 -3 50 4- 12 88 

パスで 松本市へ、

途 中松本市内観光を経て、 会場へ。

10月29日（日）／｛星期日）

乗大客車前往松本市。

途径松本市，於市内観光後前往曾場。

歓迎晩餐会18:30～20:30叡迎晩婁

会 場／曾 場

ホテルブエナビスタ「鳳風の間J/ HOTEL BUENA VISTA （鳳恩磨）

歓迎挨拶：

亀井正夫（日本側代表団団長 ）

事謙 松 （ 台湾側代表団代理団長 ）

有賀正 （松本市長）

致歓迎詞：

亀井正夫（日本方面代表圏園長）

事灘松（台湾方面代表圃代理園長）

有賀正（松本市市長）
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10月30日（月）／（星期一）

受 付 8:30～9:00 報 到

開会式 9:00～10:00開幕式

日本側代表団長挨拶：

亀井正夫 （住友電気工業相談役）

台湾側代表団長挨拶：

享振甫 （海峡交流基金会董事長）

貴賓祝辞

来賓挨拶

台湾側：郭腕容 （国家政策研究基金会董事）

日本側：塩川正十郎（自由民主党衆 議院 議員総

会長、 東洋大学理事長）

目方代表圃園長迎調：

亀井正夫（住友電気工業股扮有限公司相談役）

中方代表圃園長致詞：

事振甫（海峡交流基金曾董事長）

貴賓賀調

来賓致詞

中 方：郭椀容（園家護展基金舎董事）

日 方：瞳川正十郎（自由民主黛思議院議員練

舎長、東洋大撃理事長）

コーヒープレイク10:00～10:10休息時間

第1セッション10:10～12:40第一場曾譜

「グローパリズムとアジアの現実」 「査球共同種論輿E洲的現賓」

議 長：金森久雄 （日本経済研究セ ンタ一顧問） 主 席：金森久雄（日本経済研究中心顧問）

報告者：深田祐介 （作家）

陳小紅 （国立政治大学社会科学学院

院長）

討論者：林碧畑 （国立政治大学外交学系教授）

青木保（政策研究大学院大学教授）

報告人：深田祐介（作家）

陳小紅（園立政治大撃面土舎科皐準院

院長）

評論人：林碧焔（園立政治大筆外交系教授）

青木保（政策研究大壁院大撃教授）

昼 食12:40～14:00午 餐

第2セッション14:00～16:30第二場曾譜

「経済戦略と情報環境j

議 長：張京育（中華欧亜教育基金会董事長）

報告者：劉大年（中華経済研究院研究員）

石井威望 （東京大学名誉教授）

「経済戟略興資訊環境」

主 席：張京育（中華欧亜教育基金曾董事長）

報告人：劉大年（中華経済研究院研究員）

石井威望（東京大型名響教授）

コーヒープレイク15:10～15:20休息時間

討論者：岡崎久彦 （博報堂岡崎研究所所長、

外交評論家）

劉泰英 （ 台湾綜合研究院院長）

評論人：岡崎久彦（博報堂岡崎研究所所長、

外交評論家）

劉泰英（蓋濁綜合研究院院長）
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10月31日（火）／（星期二）

第 3 セッション 9:00～11 :30 第三場曾議

「文化輿安全保障」

主 席：大宅映子（評論家）

報告人：日下公人（多摩大撃研究所教授、

東京財圏曾長）

林正義（中央研究院敏美研究所所長）

「文化と安全保障」

議 長：大宅映子（評論家）

報告者：日下公人（多摩大学大学院教授、

東京財団会長）

林正義（中 央研究院欧米研究所所長）

コーヒープレイク10:10～10:20休息時間

討論者：許介鱗（ 台湾大学法学院院長）

山崎正和（ 東亜大学学長、 劇作家）

評論人：許介鱗（葺湾大準法壁院院長）

山崎正和（東E大壁校長、劇作家）

閉会式11:30～12:00閉幕式

議 長：張京育 （中華欧亜教育基金会董事長） 主 席：張京育（中華欧E教育基金曾董事長）

金 森久雄 （日本経済 研究セ ン ター顧問） 金森久雄（日本経済研究中心顧問）

台湾側挨拶：何恩因 ・ 台湾側代表団秘書長 中方致詞：何恩因 中方代表圃秘書長

（国立政治大学国際 関係センター主任）

日本側挨拶：中 嶋嶺雄 ・ 日本側代表団秘書長

（ 東京外国語大学学長）

（園立政治大壁園際関係中心主任）

日方致調：中嶋嶺雄 日方代表圃秘書長

（東京外国語大撃校長）

昼 食12:00～13:00午 餐

松 本音楽文化ホール（The Harmony Hall）へ移動。 前往松本音襲文化大鹿（The Harmony Hall ） 。

閉幕セレモニ－ 14:00～16:00閉幕典檀

会 場／曾 場

松 本音楽文化ホール（The Harmony Hall）／松本音繁文化大磨、（The H armony Hall) 

干390-0851 松 本市 島内4 3 51 TEL: 0263-47・2004 FAX: 0263-47- 2383 

才能教育研究会（スズキメソード）による歓迎演奏 由オ能教育研究曾（Suzuki Method) 

演奏歓迎繁曲

特別シンポジウム

f 「アジア ・ オープン・フォーラム」の12年 間』

特別事題討論曾

「 w52洲展望』研討曾的十二年回顧」

美ケ原温泉ホテル 「期峰Jへ移動。 前往美原温泉HOTEL 「朔峰」 。

ζυ
 



台湾側答礼宴18:30～20:30中方代表圃筈謝婁

会 場・ 宿泊／曾場、住宿

美ケ原温泉ホテル「期峰」／美原温y郭-IOTEL 「朔峰」

干390- 0221 松本市大字里山辺527 TEL: 0263-38-7711 FAX: 0263-38-77 00 

11月1日（水）／（星期三｝

台湾側代表団・外国人ゲスト、 晩秋の上高地へ 中方代表圏、外国来賓前往上高地渡過晩秋之

の小旅行。 旗。

宿 泊／住 宿

上高地帝国ホテル／上高地帝国HOTEL

干390-151 6 南安曇郡安曇村上高地 TEL: 0263-95・ 2001 FAX: 0263-95- 2412 

上高地清水屋ホテル／上高地清水屋HOTEL

干390-151 6 南安曇郡安曇村44 69-1 TEL: 0263・95・ 2121 FAX: 0263-95- 254 6 

上高地散策ののち東京へ移動。

什月2日（木）／｛星期四）

在上高地遊賢之後前往東京。

宿 泊／住 宿

帝国ホテル／帝国HOTEL

11月3日（金）／（星期五）

台湾側代表団離日 （中華航空CI 17使、 14: 00羽田 中方代表圏離開日本返牽（中華航空Cil 7班機’

空港発、 1 6:4 0台北国際空港着） 14: 00従羽田機場起飛’16:40抵達蓋北中正園際

機場）

円。



閉会式／閉幕式
・議長／主席

金 森 久 雄 8頁参照

・台湾側挨拶／台湾代表致詞
何 思 因
HO, Szu-yin 

生年月日： 195 6.11.1

学歴：米カリフォルニア大学サン タ
パーパラ校政治学博士

現在． 国立政治大学 国際 関係 研究セ

ンター主任

国立政治大学政治学科教授
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・日本側挨拶／日its:代表致詞
中 嶋 嶺 雄
NAKAJIMA, Mineo 

生年月日：1936.5.11

学歴：；東京大学社会学博士

（ 国際 関係論）

現在：東京外 国語大学学長

バ“7

撃歴：東京大壁面土曾主要博士
（圏際関係論）

現職：東京外国語大祭校長



「アジア・オープン・ フォーラム」 ／日本r£2洲公開論壇J
メンバー名簿 ／ 成員名車

（五十音順・按震音順序排列）
顧 問： 梅椋 忠夫 (UMESAO Tadao) 国立民族博物館顧問

平岩 外四 ( HIRAIW A Gaishi) 東京電力相談役
メンバー／

成 員： 女合田 周平 (AIDA Shuhei) 九州、｜ヒューマンメディア創造センター理事長，

電気通信大学名誉教授

青木 保 (AOKI Tamotsu) 政策 研究大学院大学教授

赤i事 理一 (AKAZA WA Shoichi) 世界平和研究所副会長

明間 輝行 (AKEMA Teruyuki) 東北電力取締役会長

女飯田 経夫 (IIDA Tsuneo) 中 部大学大学院教授， 名古屋大学名誉教授

女石井 威望 (IS HII Takemochi) 東京大学名誉教授

石井 幹子 (IS HII Motoko) 石井幹子デザイン事務所代表取締役

市村 員一 (IC HIMURA Shinichi) 国際 東アジア研究センタ一所長

大宅 映子 (O HYA Eiko) 評論家

岡崎 久彦 (OKAZAKI Hisahiko) 博報堂岡崎 研究所所長， 外交評論家

加地 伸行 (KAJI Nobuyuki) 大阪大学名誉教授

粕谷 一希 (KASUY A Kazuki) 評論家

1年金 森 久雄 (KANAMORI Hisao) 日本経済研究センタ一顧問

神谷 不二 (KAMIYA Fuji) 東洋 英和女学院大学教授． 慶応義塾大学名

誉教授

カ亀井 正夫 (KAMEI Masao) 住友電気工業相談役

川島 康守 (KAWAS HIMA Hiromori) 日本プロフェッショナル野球組織コミ、ノショナー

河田 悌一 (KA WADA Teiichi) 関西大学教授

北岡 伸一 (KIT AOKA Shinichi) 東京大学教授

京極 純一 (KYOUGOKU Junichi) 東京大学名誉教授

カ日下 公人 (KUSAKA Kimindo) 多摩大学大学院教授， 東京財団会長

草柳 大蔵 (KUSA YANAGI Taizo) 評論家

香西 泰 (KOSAI Yutaka) 日本経済研究センター会長

女小林陽太郎 (KOBAYAS HI Yotaro) 富士ゼロックス会長

近藤 道生 (KONDO Michitaka) 博報堂代表取締役

佐々 淳行 (SASA Atsuyuki) 評論家， 元内閣安全保障室長

島田 晴雄 (S HIMADA Haruo ) 慶雁義塾大学教授

末次 一郎 (SUETSUGU Ichiro) 安全保障問題研究会代表

関本 忠弘 (SEKIMOTO Tadahiro) 日本電気取締役相談役

高原須 美子 (T AKA HARA Sumiko) 経済評論家

田久保忠衛 (T AKUBO Tadae) 杏林大学教授

竹中 一雄 (TAKEN AKA Ichio) 国民経済研究協会顧問

竹村 健一 (TAKEMURA Kenichi) 評論家

す武山 泰雄 (T AKEY AMA Y asuo) 武山事務所代表

＊堤 清二 (TSUTSUMI Seiji) セゾン文化財団理事長
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食中 嶋 嶺雄

中 谷 巌
袴田 茂樹
芳賀 徹
平川 祐弘

平松 守彦

大深田 祐介

松谷健一郎

三浦 朱門
村上陽一郎

森井 清二

山崎 正和

若林 正丈

(NA KAJIMA Mineo) 東京外国語大学学長

(NAKATANI Iwao) 三和総合研究所理事長， 多摩大学教授

( HAKAMADA Shigeki) 青山学院大学教授

( HAGA Tohru) 京都造形芸術大学学長， 東京大学名誉教授

( HIRAKA WA Sukehiro) 福岡 女学院大学教授， 東京大学名誉教授

( HIRAMA TSU Morihiko) 大分県知事

(FUKADA Yusuke) 作家

(MA TSUT ANI Kenichiro) 中国電力常任相談役

(MIURA Shumon) 作家

(MURAKAMI Yoichiro) 国際基督教大学教授

(MORII Seiji) 関西電力相談役

(YAMAZAKI Masakazu) 東亜大学学長， 劇作家

(WAKABAYAS HI Masahiro) 東京大学教授
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交印は世話人／交印為聯絡人
(2000年10月現在）



会議に関する注意事項／曾議注意事項

・名 札 E識別証

会議中は名札をお付け下さい。名札の色分けは 曾期中，請何？常識別証。識別証之色別如下・

次のようになっております。

台湾側代表・外国人オブザーバー 青
日本側出席者 赤
傍聴者 黄緑
報道関係者 オレンジ

・議事規則
報告者20分

討論者10分

・食 事
10月29日夜の歓迎晩餐会、31日夜の答礼宴は、

出席者全員につき、主催者が負担致します。

・規定外の会議中における私用諸経費につきまして

は御自分で御精算下さい。

台湾代表・外園観察員 藍色

日方出席者 紅色

芳聴者 黄緑色

惇播界人士 種黄色

・議事規則
報告人 20分鐘

評論人 10分鐘

・用 餐
10月29目的歓迎晩宴’以及31目的答謝宴之

短費出中 日主蹄軍住負措。

・曾期中的雑貨（如電話費，洗衣費等）請自行付

費。



「一 会議事務局／曾議秘書底

・事務局長／秘書長

中 嶋 嶺雄 （ 東京外国語大学学長）

置事務局／秘書塵

呉 意霊（中国時報系 ハイテクニュースセ ンタ一日本 研究員）

楊 明珠（朝日新聞 台北支局）

郎 淑珍（ 東京外国語大学大学院博士後期課程）

山崎 直也（ 東京外国語大学大学院博士前期課程）

野崎 晃市 （ 東京外国語大学大学院博士前期課程）

野崎 祐司（ 東京財団）

吉田 義和（向上）

平沢 光 （向上）

星野 晶子（向上）

高橋 正基（向上）

大宮司義光（サイマル ・ インターナショナル／同歩翻誇園際公司）

永田 和美（向上）

・同時通訳者／同歩翻謹者

依光 瑞子（サイマル ・ イン ターナショナル／同歩翻誇圏際公司）

及川 勝洋（向上）

千葉 俊明（向上）



『アジア・オープン・フォーラムj
第12回松本会議

亀井正夫・日本代表団団長

（住友電気工業株式会社相談役）

開会式挨拶

2000 
2000年10月30日



事
謙
松
代
理
団
長 、

郭
娩
容
先
生
並
び
に
ご
来
臨
の
皆
様

「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

第
十
二
回
松
本
会
議
の
開
催
に
当
た
り 、

日
本
側

代
表
団
を
代
表
致
し
ま
し
て
歓
迎
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す 。

先
ず 、

李
登
輝
閣
下
の
久
々
の
ご
来
日
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に 、

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ご
参
加

頂
け
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 。

台
湾
側
代
表
団
の
皆
様 、

ょ
う
こ
そ
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た 。

深
く
感
謝
致
し
ま
す
と
共

に
心
か
ら
ご
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す 。

ま
た 、

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
た
め
に
一

方
な
ら
ぬ
ご
尽

力
を
賜
り
ま
し
た 、

黄
世
恵
副
団
長 、

張
京
育
副
団
長 、

何
思
因
秘
書
長
並
び
に
台
湾
側
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
に
対
し
ま
し
で
も
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

さ
ら
に
今
回
の
会
議
の
た
め
に
ゲ
ス
ト
・

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

と
し
て
出
席
し
て
頂
き
ま
し
た
皆

様
方
に
も
心
か
ら
の
歓
迎
の
意
を
表
さ
せ
て
頂
き
ま
す 。
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さ
て 、

昨
年
十
二
月
に
台
南
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
十
一

回
会
議
以

来
一

年
近
く
が
経
過
致
し
ま
し
た 。

こ
の
間
の
世
界
情
勢
を
振
り
返
り
ま
す
と 、

二
十
世
紀
の

終
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
幾
多
の
変
化
が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す 。

主
要
国
の
経
済
動
向
を
み
ま
す
と 、

ア
メ
リ
カ
経
済
は
I
T
革
命
を
テ
コ
に
拡
大
基
調
を
継



続
し
て
お
り 、

個
人
消
費
・

設
備
投
資
と
も
に
活
況
で
あ
り 、

世
界
の
リ
ー

ダ
ー

と
し
て
世
界

経
済
の
牽
引
役
を
果
た
し
て
い
ま
す 。

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で
は
E
U
の
統
合
が
進
展
し
て
お
り
失
業

問
題
に
は
悩
ん
で
い
る
も
の
の 、

景
気
は
ゆ
る
や
か
な
回
復
を
示
し
て
い
ま
す 。
一

方 、

東
南

ア
ジ
ア
で
は 、

三
年
前
の
通
貨
不
安
か
ら
立
ち
直
り 、

極
め
て
経
済
は
好
調
で
あ
り
ま
す
が 、

中
国
の
景
気
の
拡
大
テ
ン
ポ
は
鈍
化
傾
向
に
あ
り
ま
す 。

こ
う
し
た
中 、

本
年
は
政
治
的
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
選
挙
が
各
国
で
続
き
ま
し
た 。

ま
ず 、

三
月
に
は
台
湾
に
於
い
て
総
統
選
挙
が
行
わ
れ 、

民
進
党
の
陳
水
扇
候
補
が
当
選
さ
れ
ま
し
た 。

長
年
続
い
て
き
た
国
民
党
一

党
支
配
体
制
か
ら
連
合
政
権
ヘ
移
行
す
る
と
と
も
に 、

北
東
ア
ジ

ア
に
お
い
て
最
も
若
い
リ
ー

ダ
ー

が
誕
生
し
ま
し
た

。

陳
総
統
は 、

そ
の
就
任
式
に
お
い
て 、

中
国
に
対
し
て
武
力
行
使
を
行
わ
な
い
な
ら
ば 、

対
等
の
立
場
で
交
渉
に
応
ず
る
と
い
う
毅
然

と
し
た
態
度
を
表
明
さ
れ 、

こ
れ
に
よ
り
国
民
の
絶
大
な
支
持
を
受
け
ら
れ 、

台
湾
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ

テ
ィ

を
確
立
さ
れ
ま
し
た 。

四
月
に
は
ロ
シ
ア
で
プ
i

チ
ン
新
大
統
領
が
誕
生
し
ま
し

た
。

七
月
の
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト

や
九
月
の
国
連
総
会
な
ど
で
存
在
感
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
も
の

の 、

原
子
力
潜
水
艦
の
沈
没
事
件
に
み
ら
れ
る
よ
う
に 、

政
治
・

経
済
・

軍
事
な
ど
の
建
て
直

し
と
近
代
化
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
状
況
で
あ
り
ま
す 。

六
月
に
は
日
本
で
総
選
挙
が
あ
り
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ま
し
た

。

四
月
に
小
測
前
総
理
が
突
然
ご
逝
去
さ
れ 、

そ
れ
を
引
き
継
い
だ
森
総
理
に
と
っ
て

最
初
の
選
挙
で
し
た

。

結
果
は
与
党
三
党
は
大
き
く
議
席
を
減
ら
し
た
も
の
の 、

安
定
過
半
数

は
確
保
し
て
お
り 、

森
内
閣
は 、

冷
戦
構
造
崩
壊
後 、

長
期
化
し
て
い
る
不
況
へ
の
対
策
続
行

と 、

政
治
や
産
業
に
お
い
て
最
近
出
て
き
た
制
度
疲
労
現
象
の
解
決
ヘ
向
け 、

引
き
続
き
種
々

努
力
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す 。

ま
た 、

米
国
で
は
ま
も
な
く
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す 。

目
下 、

民
主
党
の
ゴ
ア
候
補
と
共
和
党
の
ブ
ッ

シ
ュ

候
補
が
猛
烈
に
競
り
合
っ
て
い
ま

す
が 、

そ
の
結
果
は
二
十
一

世
紀
初
頭
の
世
界
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う 。

ま
も
な
く
世
界
は
二
十
一

世
紀
を
迎
え
ま
す 。

そ
れ
を
目
前
に
し
て
朝
鮮
半
島
で
は
大
き
な

変
化
が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す 。

五
月
の
韓
国
と
北
朝
鮮
の
ト
ッ

プ
会
談
を
受
け
て 、

シ
ド

ニ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
入
場
行
進
を
共
同
で
行
う
な
ど 、

統
合
の
機
運
が
俄
然
盛
り
上
が
っ
て
き

ま
し
た

。

し
か
し 、

北
朝
鮮
の
真
意
は
未
だ
に
不
明
で
あ
り 、

両
国
統
合
の
前
途
は
は
っ
き
り

し
て
い
ま
せ
ん 。

北
東
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
そ
れ
以
上
に
大
き
な
不
安
定
要
素
は
中
国
で
あ
り
ま

す 。

内
に
抱
え
る
政
治
的 、

経
済
的 、

社
会
的
な
難
問
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の
か 、

ま
た

は
そ
れ
が
出
来
る
の
か
は
我
々
に
と
っ
て
も
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す 。

こ
う
し
た
中 、

貴
国

は 、

陳
水
扇
新
総
統
の
も
と 、

昨
年
秋
に
起
こ
っ
た
大
震
災
か
ら
の
復
興
も
順
調
に
進
ん
で
お
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り 、

ま
た
I
T
産
業
の
世
界
的
拠
点
と
し
て
強
い
競
争
力
を
持
っ
て
お
り 、

経
済
成
長
も
六
% 、

一

人
当
た
り
G
D
P
も
一

万
三
千
ド

ル
に
ま
で
達
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す 。

政
治
的
に

も
今
回
の
総
統
選
挙
に
お
い
て
政
権
交
代
が
民
主
的
に
起
こ
り
う
る
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
こ

と
を
証
明
さ
れ
ま
し
た

。

誠
に
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す 。
一

方 、

日
本
に
お
い
て
は 、

バ

ブ
ル
崩
壊
以
降
長
引
く
不
況
か
ら
の
回
復
が
相
変
わ
ら
ず
遅
れ
て
お
り 、

さ
ら
に
そ
の
対
策
の

た
め
に
積
み
上
が
っ
た
国
家
債
務
は
六
五
O
兆
円
に
達
し
て
お
り
ま
す 。

政
治
・

経
済
・

社
会

シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
改
革
も
ま
だ
道
半
ば
の
状
況
で
す 。

と
は
い
う
も
の
の 、

こ
と
し
に
入
り

一

ーー
三
月
の
G
D
P
の
伸
び
は 、

年
率
一

0
・

三
% 、

四
ー

六
月
は
四
・

二
%
を
記
録
し
て
お

り 、

よ
う
や
く
景
気
の
底
入
れ
が
で
き
た
よ
う
で
す 。

ま
た 、

先
送
り
を
続
け
て
き
た
社
会
シ

ス
テ
ム
の
抜
本
的
改
革
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が 、

進
み
始
め
ま
し
た 。

来
年
に
は
や
っ
と

明
る
い
光
が
日
本
に
も
射
し
て
く
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す 。
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こ
の
よ
う
に
貴
国
と
日
本
の
政
治
・

経
済
状
況
は
異
な
っ
た
状
況
に
あ
り
ま
す
が 、

歴
史
的

に
見
る
と
ま
さ
に
一

衣
帯
水
の
地
域
と
し
て
長
い
付
き
合
い
が
あ
り
ま
す 。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
お
き
ま
し
て
は 、
「
新
世
紀
へ
の
知
的
戦
略」

を
共
通
テ
！

マ
と
し
て 、
「
グ
ロ
l

パ
リ
ズ

ム
と
ア
ジ
ア
の
現
実」 、
「
経
済
戦
略
と
情
報
環
境」

そ
し
て
「
文
化
と
安
全
保
障」

と
い
う
誠



に
時
宜
を
得
た
三
つ
の
テ
l

マ
に
つ
き
ま
し
て 、

活
発
な
討
議
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す 。

日

台
両
国
の
政
治 、

経
済 、

学
術 、

言
論 、

文
化
の
各
界
を
代
表
す
る
方
々
並
び
に
各
国
の
ゲ
ス

ト
・

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

の
方
々
が
一

堂
に
会
し 、

広
く
英
知
を
結
集
し
て
得
ら
れ
る
提
言
は 、

必

ず
や
日
台
両
国
の
み
な
ら
ず 、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
永
続
的
な
発
展
の
た
め
に
大
い
に
貢
献

す
る
も
の
と
期
待
致
し
て
お
り
ま
す 。

貴
国
と
日
本
と
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は 、

言
う
ま
で
も
な
く 、

と
も
に
儒
教
文
化
の
影
響

を
受
け 、

政
治
・

経
済
・

文
化
の
面
に
お
い
て
親
密
な
関
係
に
あ
り
ま
す 。

現
在
で
も
経
済
貿

易
や
文
化
交
流
に
と
ど
ま
ら
ず 、

科
学
技
術
協
力
や
ス
ポ
ー

ツ 、

フ
ァ
ッ

シ
ョ

ン
に
至
る
ま
で 、

幅
広
い
交
流
が
進
展
し
て
お
り
ま
す 。

昨
年
の
実
績
で
見
ま
し
で
も 、

貴
国
と
日
本
と
の
貿
易

総
額
は
約
五
兆
円 、

人
的
交
流
の
面
で
も
双
方
の
人
的
往
来
は
延
べ
一

七
O
万
人
を
超
え
て
お

り
ま
す 。
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「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
こ
の
第
十
二
回
松
本
会
議
を
以
て
最
終
回
と
な

り
ま
す 。

こ
の
十
一

年
に
わ
た
り 、

民
間
人
を
中
心
と
す
る
こ
の
知
的
交
流
を
通
じ
て 、

日
台

両
国
及
び
関
係
諸
国
間
の
相
互
理
解
が
一

段
と
深
ま
り 、

両
国
の
親
密
な
関
係
が
さ
ら
に
確
固

た
る
も
の
と
な
っ
て
き
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す 。

こ
の
場
を
借
り
て 、

こ
の
間
長
年
に
わ
た



り 、

台
湾
側
団
長
と
し
て
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
展
の
た
め
に 、

多
大
な
ご
尽
力
を
頂
い
た
事
振

甫
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 。

今
後
と
も 、

日
台
両
国
が
相
携
え
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安
定
と
繁
栄 、

さ
ら
に
世
界
平

和
の
確
立
と
自
由
貿
易
体
制
の
維
持
・

発
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ん 。

最
後
に 、

皆
様 、

こ
の
松
本
は
中
嶋
先
生
の
故
郷
で
あ
り
ま
す 。

日
本
ア
ル
プ
ス
に
固
ま
れ

た
風
光
明
婦
な
当
地
に
て 、

深
ま
り
ゆ
く
日
本
の
秋
を
ゆ
っ
く
り
満
喫
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す 。ご

静
聴
を
感
謝
致
し
ま
す 。

以

上
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「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

第
十
二
回
松
本
会
議
に
お
け
る

台
湾
前
総
統
李
登
輝
博
士
の
挨
拶

亀
井
団
長 、

事
団
長 、

中
嶋
学
長 、

な
ら
び
に
御
参
会
の
皆
様 、

第
十
二
回
「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
本
日 、

日
本
の
長
野
県
松
本
市
に
お

い
て
開
幕
さ
れ
ま
す
こ
と
は 、

歴
史
的
に
大
変
意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す 。

こ
の
十
二
年

来 、

亀
井
正
夫
団
長 、

中
嶋
嶺
雄
秘
書
長
及
び
日
台
双
方
の
産
業
界
や
学
界
で
重
鎮
を
な
す

方
々
の
御
指
導
の
下 、

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
双
方
に
共
通
す
る
重
要
問
題
に
つ
い
て
討
論
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た 。
「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
両
国
の
政
府
と
国
民
が
諸
問
題
を

理
解
し 、

認
識
す
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し 、

さ
ら
に
台
湾
と
日
本
の
間
の
交
流
と
協
力

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り 、

双
方
は
障
害
を
乗
り
越
え 、

経
済 、

文
化 、

学
術
面
で
相
互
に
触

発
し
合
っ
て
き
ま
し
た

。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
長
は 、

日
本
と
台
湾
の
友
好
関
係
の
持
続
的
な

発
展
に
お
け
る 、

い
わ
ば
開
拓
者
と
し
て
の
無
限
の
使
命
を
果
た
し
た
と
言
え
ま
す 。

本
年
第

十
二
回
「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が 、

こ
の
二
十
世
紀
の
終
わ
り
と
と
も
に
す

ば
ら
し
い
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
こ
と
が
で
き 、

私
は 、

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
た
日
台
の
す

べ
て
の
人
々
に
対
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す 。
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二
十
一

世
紀
の
到
来
と
と
も
に 、

人
類
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
時
代
を
迎
え

て
お
り
ま
す 。

そ
の
積
極
的
側
面
と
し
て
は 、

世
界
経
済
の
自
由
化
が
拡
大
し 、

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
生
産
と
効
率
が
増
し 、

人
類
の
生
活
水
準
は
徐
々
に
向
上
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す 。

し
か
し 、

南
北
聞
の
貧
富
の
差
が
拡
大
し 、

各
国
の
金
融
制
度
の
健
全
さ
が
試
さ
れ 、

多
く
の
国
の
経
済
が
破
綻
す
る
と
い
っ
た
消
極
的
側
面
も
否
定
で
き
ま
せ
ん 。

こ
う
し
た
こ
と

か
ら
今
回
の
「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
「
新
世
紀
へ
の
知
的
戦
略」

を
テ
ー

マ
と
し
て
い
ま
す
が 、

ま
さ
に
マ
ク
ロ
的
か
つ
長
期
的
視
野
を
備
え
た
テ
i

マ
で
あ
る
と
言
え

ま
し
ょ
う 。

私
た
ち
は 、

二
十
世
紀
の
二
度
に
お
け
る
世
界
大
戦
と
い
う
苦
い
経
験
を
繰
り
返

さ
ぬ
よ
う
衆
智
を
結
集
し
て 、

文
化
の
違
い
や
歴
史
的
背
景
を
超
え
た
グ
ロ
ー

バ
ル
な
発
展
を

追
求
し 、

全
人
類
が
調
和
し
て
共
存
し
て
ゆ
け
る
新
世
紀
に
向
か
っ
て
遇
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す 。
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ア
ジ
ア
諸
国
の
立
場
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
と 、

新
世
紀
に
お
け
る
最
大
の
問
題
は
い
か
に
し

て
経
済
面
の
困
難
を
克
服
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す 。
一

九
九
九
年
七
月
を
振
り
返
り

ま
す
と 、

タ
イ
か
ら
始
ま
っ
た
金
融
危
機
は 、

工
業
国
家
の
個
人
資
金
が
大
量
に
開
発
途
上
国

に
流
れ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
り
ま
す 。

開
発
途
上
国
に
と
っ
て
外
国
の
直
接
投
資
は 、

経
済
成



長
と
グ
ロ
ー

バ
ル
な
競
争
力
を
獲
得
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め 、

長
期
的
な
資
金
の
主
な
流
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す 。

ま
た 、

そ
れ
に
伴
い

、

技
術 、

管
理
及
び

販
路
拡
大
の
技
術
も
導
入
さ
れ
て
参
り
ま
し
た 。

こ
の
た
め
一

九
九
0
年
代
の
末
に
は 、

ま
す

ま
す
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
国
が
政
策
の
変
更
に
よ
り
外
国
資
本
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

外
国
の
直
接
投
資
の
ほ
か 、

I
T
・

通
信
技
術
の
急
速
な
発
展
と 、

囲
内
金
融
市
場
の
開

放 、

及
び
資
金
取
引
の
自
由
化
に
よ
り 、

各
国
の
銀
行
や
ノ
ン
バ
ン
ク
の
金
融
機
関
が
次
々
に

ボ
l

ダ
レ
ス
な
金
融
流
通
に
加
わ
っ
て
き
ま
し
た 。

し
か
し
な
が
ら 、

金
融
市
場
の
開
放
に
よ
り
短
期
的
な
資
金
の
流
入
を
受
け
入
れ
て
き
た

国
々
は 、

こ
れ
ら
の
投
資
が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
も
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん 。

ア
ジ
ア

の
金
融
危
機
は
こ
う
し
た
現
象
を
反
映
し
て
い
る
の
で
す 。

投
資
家
の
判
断
に
急
速
な
変
更
が

生
じ
た
場
合 、

資
金
の
大
量
流
出
は 、

金
融
の
不
安
定
を
も
た
ら
し 、

ひ
い
て
は
社
会
の
動
揺

や
政
治
的
動
乱
を
引
き
起
こ
し
ま
す 。

台
湾
を
除
く
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
多
く
の
国
々
が
す
べ

て 、

こ
れ
ま
で
に
影
響
を
受
け
て
い
ま
す 。

そ
の
結
果 、

経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
は
各
国
に 、

国
内
外
の
安
全
性
は
総
合
的
に
判
断
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
教
訓
を
残
し
ま
し
た 。

安
全
保
障
の
伝
統
的
戦
略
は
政
治
面
に
限
ら

れ
て
き
ま
し
た
が 、

事
実
と
し
て
は 、

社
会
と
経
済
の
安
全
性
が
国
家
的
及
び
国
際
的
安
全
性

の
重
要
な
鍵
だ
と
い
え
ま
す 。

従
っ
て
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
も
た
ら
す
国
家
経
済
の
安
全

性
へ
の
脅
威
に
対
応
す
る
た
め
に 、

い
か
に
し
て
安
定
的
な
経
済
戦
略
を
採
る
か
は 、

各
国
が

共
同
で
考
慮
す
べ
き
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す 。

ま
た 、

い
か
に
し
て
国
内
の
金
融
ル
i

ル
の
制

定
を
強
化
し 、

健
全
な
金
融
制
度
を
成
立
さ
せ 、

経
済
秩
序
を
資
本
市
場
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に

よ
る
衝
撃
か
ら
守
る
か
と
い
う
こ
と
も
各
国
が
総
力
を
挙
げ
て
推
し
進
め
る
重
要
な
課
題
に
な

っ
て
い
ま
す 。
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グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
行
す
る
大
き
な
趨
勢
と
日
増
し
に
増
加
す
る
貿
易
金
融
の
相
互
関
係
に

目
を
向
け
れ
ば 、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
現
在 、

地
域
内
の
経
済
の
監
視
制
御
や
相
互
の
経
済
政

策
の
協
調
に
よ
っ
て 、

金
融
の
混
乱
を
予
測
防
止
す
る
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
る
研
究
を
し
て

い
ま
す 。

こ
う
し
た
経
済
戦
略
が
成
功
す
る
か
否
か
は 、

I
T
の
発
展
と
密
接
な
関
係
が
あ
り

ま
す 。

正
確
な
情
報
を
掌
握
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん 、

各
国
政
府
が
適
宜
に
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
提

供
し
て
こ
そ 、

有
効
な
予
防
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
る
の
で
す 。

私
た
ち
は 、

ア
ジ
ア
の
国
々

が
さ
ら
に
マ
ク
ロ
的
視
野
を
養
い 、

経
済
協
力
を
強
化
し 、

金
融
経
済
の
安
定
的
発
展
を
と
も



に
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す 。

台
湾
は
東
南
ア
ジ
ア
社
会
の
建
設
的
な
メ
ン
バ
ー

と
し
て 、

開
放
的
な
精
神
と
積
極
的
な
態
度
を
も
っ
て 、

引
き
続
き
地
域
の
協
力
と
発
展
に
参

加
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す 。

永
年
に
わ
た
り 、

台
湾
は
民
間
活
力
を
十
分
に
活
用
し 、

産
業
の

グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
徐
々
に
推
し
進
め 、

成
功
裡
に
発
展
し 、

豊
か
な
経
済
力
を
蓄
え
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
が 、

私
た
ち
は
こ
の
経
験
を
各
国
と
分
か
ち
合
う
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す 。

今
後
ア
ジ
ア
ひ
い
て
は
全
世
界
の
経
済
貿
易
の
相
互
発
展
の
た
め
に 、

台
湾
は
さ
ら
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り 、

か
っ
そ
の
力
を
備
え
て
い
ま
す 。

未
来
を
展
望
す
れ
ば 、

経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
っ
て
各
国
間
の
相
互
依
存
は
増
大
し 、

互
い
の
境
界
は
さ
ら
に
あ
い
ま
い
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う 。

各
国
が
解
決
す
べ
き
問
題
は
さ

ら
に
増
加
し 、

よ
り
複
雑
化
す
る
で
し
ょ
う 。

私
た
ち
は
工
業
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
や
知
識
の

向
上、

医
療
の
普
及
及
び
文
化
の
充
実
を
目
に
し
ま
し
た
が 、

し
か
し
一

方
で 、

貧
富
の
差
や

種
族
問
の
衝
突 、

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
不
足 、

環
境
破
壊
も
目
に
し
て
き
ま
し
た 。

こ
れ
ら
の
グ
ロ

ー
バ
ル
な
問
題
は 、

国
際
社
会
の
協
力
な
く
し
て
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん 。

こ
の
こ
と

も
ま
た
新
し
い
世
紀
に
全
人
類
が
直
面
す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
り
ま
す 。
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こ
の
よ
う
な
情
勢
に
直
面
し
て 、

人
道
的
支
援
や
国
際
協
力
が
絶
対
に
必
要
で
あ
り
ま
す 。

人
類
数
千
年
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば 、

人
類
の
聞
に
生
じ
た
衝
突 、

論
争
或
い
は
紛
争
は 、

安

易
に
武
力
に
訴
え
て
も
根
本
的
な
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り 、

た
だ
単
に
恨
み

や
悲
し
み 、

後
悔 、

さ
ら
に
は
癒
す
こ
と
の
で
き
な
い
傷
跡
を
残
す
の
み
で
あ
り
ま
し
ょ
う 。

新
世
紀
の
到
来
に
際
し 、

歴
史
的
教
訓
を
肝
に
銘
じ 、

新
た
な
考
え
方
や
態
度
で
世
界
が
直
面

し
て
い
る
課
題
に
立
ち
向
か
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん 。

公
的
な
国
際
組
織
の
ほ
か
に 、

数
多
く
の

民
間
の
組
織
及
び
個
人
も
建
設
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す 。

皆
様
方
の
努
力
推
進

に
よ
っ
て 、

ア
ジ
ア
の
国
々
が
さ
ら
に
緊
密
な
地
域
協
力
へ
と
発
展
す
る
の
み
な
ら
ず 、

そ
の

他
の
地
域
の
国
々
も
世
界
の
平
和
と
繁
栄
を
促
進
す
る
分
野
で
貢
献
す
る
も
の
と
信
じ
ま
す 。

従
っ
て 、
「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
学
術
的
討
論
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず 、

歴
史

を
革
新
す
る
推
進
力
に
な
る
重
要
な
会
議
で
あ
り
ま
す 。

今
回
を
限
り
に
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
再

び
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が 、

私
は
皆
様
と
会
の
代
表
者
が
知
識
交
流
の
情
熱
を
保

ち
続
け 、

密
接
な
連
携
を
保
ち 、

経
験
を
受
け
継
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん

。

日
本
と
台
湾
の
交
流 、

ア
ジ
ア
の
未
来 、

及
び
二
十
一

世
紀
の
発
展
の
た
め
に
絶
え
ず
研
究
と

提
言
を
行
い 、
「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
精
神
を
大
き
く
発
揚
さ
れ
ま
す
よ
う

希
望
し
て
お
り
ま
す 。

最
後
に
皆
々
様
の
御
健
康
と
御
多
幸 、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
大
成
功
を
お
祈
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り
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 。
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『アジア・オープン・フォーラムj
第12回松本会議

塩川正十郎

（衆議院議員）

来賓挨拶

2000 
2000年10月30日



「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

第
十
二
回
松
本
会
議
が
聞
か
れ
る
に
当
っ
て 、

ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す 。

一

九
八
九
年
六
月
に
台
北
で 、

第
一

回
会
議
が
開
催
さ
れ
て
以
来 、

日
台
聞
に
は
知
的
交
流

の
場
が
生
ま
れ
ま
し
た

。

そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
の
問 、

国
際
社
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起

き
ま
し
た
が 、

幸
い
に
し
て
ア
ジ
ア
は 、

二
十
一

世
紀
ヘ
向
か
っ
て
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
お

り
ま
す 。

私
は
こ
の
点
に
つ
い
て 、
「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
果
た
し
た
民
間

外
交
の
役
割
を
高
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す 。

申
す
ま
で
も
な
く 、
「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は 、

李
登
輝
前
総
統
の
英
断
に

導
か
れ
て
生
ま
れ
ま
し
た 。

李
前
総
統
の
親
日
感
情
が 、

日
台
関
係
の
紳
を
深
め
た
こ
と
は
皆

様
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す 。

同
時
に 、

李
総
統
の
十
二
年
間
の
治
世
で
台
湾
は
素
晴
ら

し
い
自
由
主
義
社
会 、

民
主
国
家
に
発
展
し 、

更
に
最
近
で
は
情
報
通
信
技
術
の
普
及
発
展
を

通
じ
て 、

東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
に
指
導
的
な
地
位
を
占
め
て
お
ら
れ
ま
す 。

こ
れ
は
実
に
偉
大

な
こ
と
で 、

李
登
輝
前
総
統
の
業
績
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん 。

し
か
し
な
が
ら 、

こ

れ
を
凝
縮
し
て
申
せ
ば 、

中
華
世
界
を
変
え
た
と
い
う
言
葉
で
表
現
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す 。

最
近
『
ア
ジ
ア
の
知
略』

と
い
う
本
が
出
版
さ
れ
ま
し
た 。

こ
れ
は
李
登
輝
前
総
統
と 、

中

嶋
嶺
雄
・

東
京
外
国
語
大
学
学
長
の
共
著
で 、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
テ
l

マ
に
つ
い
て 、

交
互
に

一
号口
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意
見
を
述
べ
あ
う
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す 。

そ
の
本
の
ま
え
が
き
で 、

李
前
総
統
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す 。

「
最
初
の
こ
ろ
は 、

日
本
と
台
湾
と
の
あ
い
だ
も
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
て 、

民
間
の
知
的
交
流

の
場
な
の
に
話
が
な
か
な
か
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た 。

し
か
し 、

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
積
み
重
ね

た
お
か
げ
で 、

い
ま
は
日
台
の
関
係
も
非
常
に
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た 。
「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
』

は
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い 、

と
私
は
盛
ん
に
要
求
し
て
い
る
の
で
す

が 、

今
回 、

二
0
0
0
年
の
秋
に
長
野
県
松
本
市
で
第
十
二
回
会
議
を
開
催
し
て 、

ひ
と
ま
ず

区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す 。

そ
の
と
き
は
私
も
ぜ
ひ
松
本
を
訪
れ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す 。」

皆
さ
ん 、

そ
う
な
ん
で
す 。
「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は 、

第
十
二
回
目
の 、

こ
の
松
本
会
議
で 、

こ
の
よ
う
な
合
同
会
議
方
式
は
成
功
裡
に
ひ
と
ま
ず
終
わ
る
の
で
す 。

し

か
し
な
が
ら
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
討
論
さ
れ
た
提
言
や
指
摘
は 、

必
ず
ア
ジ
ア
の
将
来
に
活
き

た
智
慧
と
な
っ
て
く
る
と
信
じ
ま
す 。

そ
こ
で
私
は
最
後
に
申
し
あ
げ
た
い

。

こ
の
複
雑
な
国
際
環
境
の
な
か
で 、

日
台
聞
に
友
好

と
信
頼
の
終
を
結
ぶ
努
力
を
積
み
重
ね
ら
れ
た 、

事
振
甫
・

団
長
を
初
め
と
す
る
台
湾
側
の
世

話
人 。

亀
井
正
夫
団
長 、

中
嶋
嶺
雄
学
長
は
じ
め
日
本
側
の
世
話
人
の
皆
様
方
に 、

心
か
ら
の

-2-



敬
意
と
謝
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す 。

そ
し
て
「
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の

最
終
回
が 、

中
嶋
学
長
の
故
郷
で
あ
る 、

こ
こ
松
本
市
で
聞
か
れ
た
こ
と
に 、

日
台
関
係
の
歴

史
的
な
発
展
を
見
出
す
も
の
で
あ
り
ま
す 。

さ
ら
に 、

台
湾
の
陳
水一
崩
新
政
権
も 、

引
き
続
き
日
台
関
係
の
強
化
と 、

ア
ジ
ア
の
平
和
に

貢
献
し
て
下
さ
る
も
の
と
願
っ
て 、

私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 。
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『アジア・オープン・フォーラム』
第12回松本会議

日本側出席予定者名簿

2000 
2000年10月28日 ～11月3日



メンバー参加者リスト

10月29日 10月30日 10月31日
参加者名 晩歓餐迎会 開会式 第1 第2 第3 開会式 閉幕 答礼＇.ifセッション セッション セyション セレモニー

合田 周平 。 。 。 。 。 。 。 。

青木 保 。 。 。 。 。 。 。 × 
飯田 経夫 。 。 。 。 。 。 。 。

石井 威望 × × × 。 × × × × 
市村 異一 。 。 。 。 。 。 。 。

大宅 映子 。 。 。 。 。 。 。 。

岡崎 久彦 。 。 。 。 。 。 。 。

加地伸行 。 。 。 。 × × × × 
粕谷 一希 × 。 。 。 。 。 。 。

金森 久雄 。 。 。 。 。 。 。 。

神谷 不二 。 。 。 。 。 。 。 。

亀井 正夫 。 。 。 。 。 。 。 。

河田 悌一 。 。 。 。 。 。 。 。

京極 純一 。 。 。 。 。 。 。 。

日下 公人 。 。 。 。 。 。 。 。

佐々 淳行 。 。 。 × × × × × 
末次 一郎 。 。 。 。 。 。 × × 
竹中 一雄 。 。 。 。 。 。 。 。

武山 泰雄 。 。 。 。 。 。 。 。

中嶋嶺雄 。 。 。 。 。 。 。 。

袴田 茂樹 × × × 。 。 。 。 。

深田 祐介 。 。 。 × × × × × 
山崎 正和 × × × × 。 。 × × 
若林 正丈 。 。 。 。 。 × × × 
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招待者参加者リスト

10月初日 10月初日 10月31日
参加者名 歓迎 開会式 第l 第2 第3 開会式 閉幕 答礼宴晩餐会 セッション セッション セッション セレモニー

赤倉 泉 。 。 。 。 。 。

赤松 正雄 。 。 。 。 。 。 。 。

阿部 純一 。 。 。 。 。 。 。 。

石田 浩 。 。 。 。 。 。 。 。

井尻 秀憲 。 。 。 。 。 。 。 。

伊豆見 元 。 。 。 。 。 。 。 。

伊藤 潔 。 。 。 。 。 。 。 。

伊原 吉之助 。 。 。 。 。 。 。 。

岩野 弘 。 。 。 。 。 。 × × 
宇佐美 滋 。 。 。 。 。 。 。 。

江頭 数馬 。 。 。 。 。 。 。

王 行虎 。 。 。 。 。 。 。 。

大谷 ニ佐夫 。 。 。 。 。 。 。 。

小笠原 欣幸 。 。 。 。 。 。 。 。

岡本 幸治 。 。 。 。 。 。 。 。

柿津 弘治 。 。 。 。 。 。 。 。

加藤 秀治郎 。 。 。 。 。

加藤 淳平 × × × 。 × × × × 
金子 秀敏 。 。 。 。 。 。 。 。

亀井 久興 。 。 。 。 × × × × 
川勝 平太 。 。 。 。 。 。 。 × 
楠田 賓 。 。 。 。 。 。 。 × 
倉田 信靖 。 。 。 。 。 。 。 。

興椙 一郎 × × 。 。 。 。 × × 
小島 朋之 。 。 。 。 。 。 。

小島 弘 。 。 。 。 。 。 。 。

後藤 利雄 。 。 。 。 。 。 。 。

近藤 健彦 。 。 。 。 。 。 。 。

佐瀬 昌盛 。 。 。 。 。 。 × × 
塩川 正十郎 。 。 。 。 。 。 × × 
溢谷 司 × 。 。 。 × × × × 
志村 規矩夫 。 。 。 。 。 。 。 × 
鈴木 幸夫 。 。 。 。 。 。 。 。

須藤 虞志 。 。 。 。 。 。 × × 
須之部 量二 。 。 。 。 。 。 × × 
千本 倖生 × × × × 。 。 。 。
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招待者参加者リスト

10月29日 10月初日 10月31日
参加者名 歓迎 開会式 第1 第2 第3 開会式 閉幕 答礼宴晩餐会 セッション セッション セッション セレモニー

曽根 泰教 。 。 。 。 。 。 × × 
竹内 宏 。 。 。 。 × × × × 
田 中 恭子 。 。 。 。 。 。 。 。

中川 昌郎 。 。 。 。 。 。 。 。

中島 宏 。 。 。 。 。 。 。 × 
中国 和仁 。 。 。 。 。 。

西井 正弘 。 。 。 。 。 。 。 。

丹羽 春喜 。 。 。 。 。 。 。 × 
野崎 四郎 。 。 。 。

潰本 良一 。 。 。 。 。 。 。 。

原 冨士男 。 。 。 。 。 。 。 。

樋泉 克夫 。 。 。 。 。 。 。 。

贋瀬 克寛 。 。 。 。 。 。 。 。

前泊 博盛 。 。 。 。 。 。 。 。

松本 文男 。 。 。 。 。 。 。 。

二井 俊彦 。 。 。 。 。 。 。 。

コ宅 正樹 。 。 。 。 。 。 。 。

宮崎 正弘 。 。 。 。 。 。 。 。

恵 隆之介 。 。 。 。 。 。 。 。

内堀 麟太郎 × 。 。 。 。 。

穂刈 甲子男 。 。 。 。 。 。 。 。

竜谷 利夫 。 。 。 。

佐伯 浩明 。 × × × × × × × 
周 航 。 。 。 。 。 。 。 。

名越 健郎 。 。 。 。 。 。 。 0 

豊田 耕児 。 × × × × × 。 × 
備前 保 。 。 。 。 。 。 。 。

有賀 正 。 。 × × × × × × 
新保 力 。 × 。 × 。 。 × × 
中野 幹久 。 。 。

小林 正樹 。 。 。 。 。 。 。 。

村田 吉隆

鈴木 康雄 。 。 。 。 。 。 。 × 
島 孝次 。 。 。 。 。 。 。 × 
北元 喜朗 。 。 。 。 。 。 。 。

坂元 一哉 。 。 。 。 。 。 。 。
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招待者参加者リスト

10月29日 10月30日 10月31日
参加者名 歓迎 開会式 第l 第2 第3 開会式 閉幕 答礼宴晩餐会 セッション セソシヲン セッション セレモニー

松尾 恵司 。 × × × × × 。

平島 成望 。 。 。 。 。 。 × × 
宗像 隆幸 。 。 。 。 。 。 。 。

佐々 木 繁雄 。 。 。 。 。 。 × × 
劉 得寛 × × × 。 。 。 。 。

柳平 彬 。 。 。 。 。 × × × 
川村 泰男 。 。 。 。 。 。 。 。

益田 敏雄

劉 文武

羅 学鋒 。 。 。 。 。 。 。 。

王 酒 。 。 。 。 。 。 。 。

菅沼 雲龍 。 。 。 。 。 。 。 。

河野 正子 × 。 。 。 。 。 × × 
顧 鴻書 。 。 。 。 。 。 。 。

東辻 良継 。 。 。 。 。 。 。 。

楊 千儀 。 。 。 。 。 。 。 。

斎藤 浩二
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メデ ィ ア参加者リスト

10月29日 101130日 10fl31日
社 名 参加者名 役 職 歓迎 開会式 t第，シlョ Y セ第ヲシ2, ,  事 3 開会式 閉幕 答礼事晩霊会 セヲン ， 1 セレモニー

共同通信社 渡辺 陽介 記者 。 。 。 。 。 。 。 。

共同通信社 坂井 臣之助 編集委員兼論説委員 。 。 。 。 。 。

産経新 聞社 名雪 雅夫 編集局次長兼外信部長 。 。

産経新聞社 野口 東秀 外信部記者 。 。 。 。 。 。 。 。

日 本経済新 聞社 石川 正浩 ア ジ ア部 。 。 。 。 。 。 。 。

毎 日 新聞社 飯田 和郎 外信部記者 。 。 。 。 。 。 。 。

毎 日 新聞社 近藤 伸二 台北支局長 。 。 。 。 。 。 。 。

東京新 聞 佐 々 木 理臣 特別報道部次長 。 。 。 。 。 。 。 。

日 本テ レ ビ放送網 高橋 茂男 解説委員 。 。 。 。 。 。

日 本放送協会 川上 明人 報道局国際部記者 。 。 。 。 。 。 。 。

PHP研究所 北村 正則 取締役 × 。 。 。 。 。 。

PHP研究所 中浮 直樹 係長 × 。 。 。 。 。 。

朝 日 新 聞東京支社 清水 勝彦 ア エ ラ 編集部記者 。 。 。 。 。 。 。 。
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